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2あきた白神エリア全体



3あきた白神エリア全体

2025年データは能代市2施設、八峰町1施設、合計3施設のデータが含まれていないため取り扱いに注意が必要。
※3施設の宿泊者数が前年並みとすると年間約18,000人。これを2025年に加えると合計で約190,000人となる。

全体
● 2025年は宿泊者数が前年比で減少。ただ、上記要素のほか、2月にはハタハタ館、6月にはルートイン能代が工事のため休館となるなど、減少要素が

あったことも影響があったと考えられる。
● その中でも8月のみ前年とほぼ同等の宿泊者数を記録している。
● 季節波動（グラフの浮き沈み）は人数の差はあるものの、基本的には同様の傾向

➡8月を中心に全体の大きな山があり、その前後は落ち込む。特に冬季間は落ち込みが激しい。
● ここ数年の宿泊者数の増加傾向を見ると、横ばいないしは微減という状況は好ましい状況とは言えない。

海外
● 2019年の1,783名を上回り、2,178名の宿泊者数となった。
● 月別では4月・8月・10月の伸びが顕著であり、春の桜、秋の紅葉の中心にお客様が増えてきていると考えられる。
● 前年比で増えているものの、春節を中心に中華圏の来訪者が増える1～3月の来訪者がまだまだ少ない。



8海外宿泊者-国の内訳

2025年-国の割合 能代市 藤里町 三種町 八峰町

2025年-国の割合（その他の国を除く） 能代市 藤里町 三種町 八峰町

● 全体では「その他の国」が半数を占め、特に能代市や三種町は約70～80％の割合を占めている。

● 能代市：インドネシア、ベトナム等のビジネス客、藤里町：ニュージーランド、カナダなど、三種町：韓国中心、八峰町：ビジネス客が大半

● その他の国を除いた割合を見てみると、八峰町を除き台湾が半数を占める。八峰町は欧米圏の宿泊客が中心。

● 昨年や一昨年と比較すると、数は少ないながらアメリカをはじめ、欧米からの宿泊客が増えてきている。


